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私
た
ち
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
三
熊�

　
　
山
の
山
上
に
は
、た
く
さ
ん
の
石
垣
が
巡
ら
さ
れ
た
山�

　
　
　
　
城
跡
「
洲
本
城
跡
」
（
上
の
城
）
が
あ
り
ま
す
。�

　
　
　
　
　
こ
の
史
跡
が
、
今
年
の
一
月
十
四
日
、
国
の
史�

　
　
　
　
　
　
　
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
貴
重
な
財
産
は
、
後
世
長
く�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
。
改
め
て
「
洲
本
城
」
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
価
を
見
直
し
、
そ
の
知
ら�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ざ
る
実
像
を
追
っ
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ま
し
ょ
う
。�

　
「
洲
本
城
跡
」
は
市
街
地
の

南
側
に
そ
び
え
る
標
高
約
百
三

十
　
の
三
熊
山
上
に
あ
り
、
戦

国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
淡
路
国
統
治
の
拠
点
と
な
っ

た
山
城
跡
で
す
。
東
西
約
八
百

　
、
南
北
六
百
　
の
範
囲
に
総

石
垣
造
の
曲
輪
（
城
の
周
囲
を

巡
ら
す
土
手
や
石
垣
）が
見
ら
れ

ま
す
。大
手
門
を
南
に
、天
守
を

北
の
も
っ
と
も
奥
の
最
高
所
に

設
け
て
紀
淡
海
峡
を
見
下
ろ
し
、

は
る
か
彼
方
に
大
阪
・
堺
の
市

街
地
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
天
守
の
南
下
に
本
丸
、
続
い

て
南
の
丸
を
置
き
、
そ
れ
ら
の

東
に
東
の
丸
・
用
水
池
・
武
者

溜
り
を
、
西
に
籾
蔵
、
そ
の
先

の
別
峰
に
西
の
丸
を
配
し
、
北

側
の
急
斜
面
に
は
小
規
模
な
曲

輪
群
や
二
本
の
登
り
石
垣
、
十

数
本
の
大
規
模
な
竪
堀
な
ど
を

設
け
て
い
ま
す
。

　
「
洲
本
城
」
は
、
戦
国
時
代

前
期
に
紀
伊
の
水
軍
勢
力
の
安

宅
氏
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸

時
代
の
地
誌『
淡
路
四
草
』（「
淡

路
常
磐
草
」「
淡
路
草
」「
堅
磐

草
」「
味
地
草
」
）
で
は
、
永
正

七
年
（
一
五
一
〇
）
の
安
宅
河

内
守
、
大
永
六
年（
一
五
二
六
）

の
安
宅
隠
岐
守
治
興
に
よ
る
築

城
の
両
説
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
天
正
十
年
（
一
五

八
二
）
に
は
、
菅
平
右
衛
門
が
、

続
い
て
仙
石
秀
久
が
短
期
間
城

主
と
な
り
ま
し
た
が
、
天
正
十

三
年
（
一
五
八
五
）
か
ら
慶
長

十
四
年
（
一
六
〇
九
）
ま
で
の

二
十
四
年
間
は
、
脇
坂
安
治
が

在
城
し
、
現
在
見
ら
れ
る
広
大

な
石
積
み
に
よ
る
城
の
修
築
を

行
う
と
と
も
に
、
水
軍
の
将
と

し
て
紀
淡
海
峡
・
大
阪
湾
を
守

　
各
曲
輪
は
総
石
垣
造
で
、
ほ

と
ん
ど
は
野
面
積
み
で
す
が
、

隅
石
垣
な
ど
一
部
に
は
打
ち
込

み
は
ぎ
を
用
い
た
算
木
積
み
技

法
が
見
ら
れ
ま
す
。
石
材
は
、

三
熊
山
産
の
和
泉
層
群
の
砂
岩

や
礫
岩
と
同
質
の
も
の
で
す
。

　
本
丸
跡
お
よ
び
東
の
丸
を
中

心
に
、
織
豊
期
の
瓦
や
磚
が
出

土
し
て
お
り
、
な
か
に
は
脇
坂

氏
の
家
紋
で
あ
る「
輪
違
い
紋
」

瓦
や
朝
鮮
系
の
滴
水
瓦
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
方
形
プ
ラ

ン
の
本
丸
、防
御
中
心
の
平
虎
口

備
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
脇
坂
氏
が
伊
予
国

大
洲
に
移
封
さ
れ
た
後
は
藤
堂

高
虎
、
池
田
輝
政
・
忠
雄
が
淡

路
を
領
有
し
ま
し
た
が
、
こ
の

時
期
の
城
史
は
あ
ま
り
明
瞭
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
は
い

り
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）

大
坂
夏
の
陣
で
豊
臣
秀
頼
が
滅

亡
す
る
と
、
淡
路
一
国
は
阿
波

徳
島
藩
・
蜂
須
賀
氏
の
所
領
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
寛
永

八
年
（
一
六
三
一
）
か
ら
十
二

年
ま
で
の
一
時
期
、
淡
路
支
配

の
拠
点
が
「
由
良
城
」
（
洲
本

市
）
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、
十

二
年
に
は
「
由
良
引
け
」
に
よ

っ
て
再
び
「
洲
本
城
」
に
政
治

の
拠
点
が
戻
り
、
以
後
明
治
維

新
ま
で
淡
路
統
治
の
機
能
を
担

い
続
け
ま
し
た
。

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

東
の
丸
東
面
の
石
垣�

東
に
面
す
る
高
い
石
垣
は
海
に
構
え
た
も

の
で
あ
る
。

く

る

わ
も
み
ぐ
ら

注
２

た
て
ぼ
り

注
１

の

ず

ら

づ

さ

ん

ぎ

づ

注
３

せ
ん

注
４

ひ
ら
こ
ぐ
ち

わ

ち

が

●国指定記念「史跡：洲本城」展が開催されています。�
会場：淡路文化史料館（☎2 4 ・ 3 3 3 1 ） �

12月5日（日）まで�
休館日：毎週月曜日及び11月24日（水）�

れ
き
が
ん

あ

た
ぎ

あ
た
ぎ
お
き
の
か
み
は
る
お
き

か

ん

へ

い

え

も

ん

わ
き
さ
か
や
す
は
る

八王子木戸�

東 丸 �
東二ノ門� 東一ノ門�

武者溜�

大手口�

馬 屋 �

日月の池�日月の池�
じつ げつ�

（月見台）�

�

し
　
そ
う

か
き
わ

ぐ
さ

と
き
わ
ぐ
さ

み

ち

く

さ

あ
た
ぎ
か
わ
ち

の

か

み

水
軍
の
城�

累
積
さ
れ
た
築
城
技
術�



天守台�

本 丸 �

本丸大石段�

南の丸�

籾 蔵 �

文化財�

籾 蔵 �
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や
内
枡
形
虎
口
、
折
れ
を
多
用

し
た
石
垣
、
用
水
池
な
ど
の
現

存
す
る
城
郭
施
設
は
、
脇
坂
時

代
に
整
備
さ
れ
た
も
の
を
、
寛

永
期
以
降
に
一
部
改
修
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

各
種
の
遺
構
は
長
い
歴
史
過
程

を
反
映
し
て
、
築
造
・
改
修
の

時
期
が
複
雑
に
入
り
交
じ
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
、
安

宅
氏
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ

る
竪
堀
群
や
倭
城
と
の
関
係
が

想
定
さ
れ
る
登
り
石
垣
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
長
い
歴
史
過
程
と
そ
れ

ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
遺
構
の

積
み
重
な
り
こ
そ
が
、
こ
の
城

の
最
大
の
特
色
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
洲
本
城
」

は
、
戦
国
時
代
か
ら
幕
末
ま
で

淡
路
一
国
の
統
治
の
拠
点
と
な

っ
た
城
郭
と
し
て
、
ま
た
、
海

に
臨
む
水
軍
の
拠
点
城
郭
と
し

て
、
日
本
の
歴
史
の
動
き
に
密

接
に
関
係
し
て
い
た
貴
重
な
遺

跡
な
の
で
す
。

　
（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
発

行
資
料
・
兵
庫
県
教
育
委
員
会

発
行
『
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報

告
書
』
参
照
）

　
洲
本
の
シ
ン
ボ
ル
「
洲
本
城

跡
」
の
国
史
跡
指
定
に
つ
い
て

は
、
平
成
五
年
三
月
に
提
出
さ

れ
た
「
三
熊
山
ビ
ジ
ョ
ン
委
員

会
」の
答
申
書
の
中
で
　歴
史
的

価
値
あ
る
史
跡
を
後
世
永
く
保

存
・
活
用
し
て
受
け
継
い
で
い

く
た
め
、指
定
を
目
指
す
べ
き

と
提
言
さ
れ
た
の
が
契
機
と
な

り
ま
し
た
。

　
以
来
、
指
定
申
請
に
向
け
て

の
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
交
渉
、

手
続
き
が
と
ら
れ
、
平
成
十
年

八
月
に
申
請
手
続
き
が
完
了
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
十
月

十
六
日
に
国
の
文
化
財
保
護
審

議
会
か
ら
文
部
大
臣
に
指
定
の

答
申
が
出
さ
れ
、
今
回
の
指
定

に
至
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
史
跡
の
価
値
を
よ

り
わ
か
り
や
す
く
、
よ
り
身
近

に
親
し
め
る
も
の
と
す
る
た
め
、

三
熊
山
が
植
物
の
宝
庫
で
も
あ

る
こ
と
を
含
め
て
、
保
存
管
理

整
備
計
画
な
ど
を
作
成
し
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（注釈）�
注１　登り石垣�
倭城で用いられた外郭線の手法。三熊山麓の下の城の東端
と西端から、山上の城の東の丸と天守台へ二条の石垣を築
いて、上下の城を結び防御線とした。北斜面の急な立地のた
め一連の長い石垣に築かれず、階段状に築かれた。

注２　竪　堀�
三熊山北側の急斜面には、敵の侵入、攻撃の広がりを防ぐ
ため、山頂近くから山裾に向って堀が何本も掘られた。

注３　磚�
土を焼いて造った方形（長方形）の平板で、レンガ、タイ
ルに似ており、床、壁などに使われた。

注４　虎口　城の出入口

注５　倭城  �
文禄・慶長の朝鮮の役で、朝鮮半島南部の海岸地に築かれ
た日本軍の城郭。陸揚げされた物資の輸送や補給の拠点と
なった。丘陵の高所に本城、裾に子城を築き、長い石垣の
外郭線によって結ばれ、防御線としていた。

　　　　　　詳細な調査と研究が、�
　　　　　　 新たな発見を生みます。�

　　　　　　崩壊、消滅の危機から守ります。
・史跡などの指定�

　史跡などの指定は、文部大臣が文化財保護審議会に諮っ

　て行います。指定は、対象となる土地などの所有者らの

　同意が得られていることなどを原則として、地方公共団

　体との十分な連携のもとに進められます。

・現状変更の制限�

　史跡などの指定地において、現状を変更したり、保存に

　影響を及ぼす行為を行ったりする場合、文化庁長官の許

　可が必要です。

・適切な保存管理�

　史跡などの範囲内のどのような地域で、どのような行為

　を行うことが許されるかについて、共通の認識を育むこ

　とも大切です。このため、国庫補助により保存管理計画

　の策定を進めています。 　　　　　　�

　　　　　　文化財の価値をわかりやすく�
　　　　　　伝えます。
文化財としての価値を現代に活かし、そして将来に確実に

伝えていくために、史跡などの整備・公開が行われていま

す。建物の解体修理や城跡の石垣の積み替え、歴史的建造

物の復元に至るまでさまざまな手法を用いた多彩な整備事

業が実施されてきました。

本
丸
大
石
段�

天守台南西の角石�
大きな石材を交互に積み、算木
積みの完成に近い。

注
５

わ
じ
ょ
う

戦
国
の
乱
世
に�

造
ら
れ
た  �

壮
大
な
山
城�

う
ち
ま
す
が
た
こ
ぐ
ち

“

”

たて　　ぼり

せん

こ　ぐち

わじょう

整備・活用�

有
形
民
俗
文
化
財
、
無
形
民
俗
文
化
財

美
術
工
芸
品
、
建
造
物

地
下
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財

民
族
文
化
財�

＊
文
化
財
保
護
法
で
は
、
文
化
財
を
「
有
形
文
化
財
」、「
無
形
文
化
財
」、「
民�

族
文
化
財
」、「
記
念
物
」及
び「
伝
統
的
建
造
物
群
」の
５
つ
に
分
類
し
て
い
ま
す
。�

無
形
文
化
財�

伝
統
的
建
造
物
群�

有
形
文
化
財�

記
　
念
　
物�

埋
蔵
文
化
財�

遺
　
跡
↓

史

　
跡

↑

名
勝
地
↓

名

　
勝

↑

動
物
・
植
物
・
地
質
鉱
物
↓
天
然
記
念
物

発見・調査�

保　　　存�

よ
り
気
軽
に�

親
し
め
る
よ
う
に�
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明
石
海
峡
大
橋
開
通
の
影
響

で
、
昨
年
四
月
に
共
同
汽
船
、

今
年
九
月
末
に
は
シ
ャ
ト
ル
サ

ー
ビ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
航
路
を
廃

止
し
、
洲
本
港
発
着
の
島
外
航

路
が
す
べ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た

（
現
在
、
洲
本
〜
沼
島
航
路
・

一
日
一
往
復
の
み
）
。
ポ
ー
ト

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
一
階
部
分
も

ほ
と
ん
ど
空
ス
ペ
ー
ス
と
な
り
、

港
周
辺
も
賑
わ
い
を
消
し
て
い

ま
す
。

　
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
運
輸

省
、
県
、
洲
本
商
工
会
議
所
、

洲
本
漁
協
、
市
観
光
協
会
、
市

連
合
町
内
会
、
市
連
合
婦
人
会

の
代
表
と
上
原
助
役
の
十
一
人

で
、
会
長
に
上
原
助
役
、
副
会

長
に
和
田
市
連
合
町
内
会
長
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
明
石
海
峡
大

橋
の
開
通
で
衰
退
し
た
港
の
活

性
化
策
を
検
討
す
る
県
の
「
明

石
海
峡
大
橋
開
通
後
の
港
湾
活

性
化
検
討
委
員
会
」
の
提
案
し

た
「
洲
本
港
の
観
光
港
化
」
の

方
針
を
受
け
、
洲
本
港
周
辺
活

性
化
の
対
策
を
検
討
し
ま
す
。

事
前
に
市
が
依
頼
し
た
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
は
、
海
洋

レ
ジ
ャ
ー
の
ギ
ア
シ
ョ
ッ
プ
、

水
産
物
な
ど
地
元
産
品
を
販
売

す
る
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ

ー
フ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
海
洋
レ

ジ
ャ
ー
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
議
会

で
は
こ
れ
ら
の
案
を
も
と
に
十

一
年
度
中
に
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
の
活
用
策
を
、
そ
し
て

二
年
後
を
め
ど
に
港
と
そ
の
周

辺
の
活
性
化
策
の
具
体
的
な
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　
明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
や
国

際
園
芸
博
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ

の
開
催
に
よ
る
交
通
量
の
増
加

で
、
淡
路
島
で
は「
交
通
事
故
」

の
多
発
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
や
洲
本
警
察
署
、
洲
本
交

通
安
全
協
会
で
は
、
事
故
防
止

や
安
全
運
動
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
「
交
通
安
全
川

柳
」
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
入
選
作
品
の
発
表
と

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夜
間
の
事
故
防
止
の

た
め
、
夜
光
反
射
タ
ス
キ
を
希

望
者
八
百
人
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
川
柳
の
入
選
作
品

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
市
長
賞�

ゆ
づ
り
あ
い
心
通
わ
す
交
差
点

　
仲
野
真
弓
さ
ん
（
安
乎
町
）

◆
洲
本
警
察
署
長
賞�

ご
め
ん
ね
と
泣
い
て
も
遅
い
車

事
故

　
為
後
美
智
子
さ
ん
（
由
良
三
丁
目
）

◆
洲
本
交
通
安
全
協
会
長
賞�

た
す
き
掛
け
夜
道
も
安
心
ウ
オ

ー
キ
ン
グ

　
川
端
信
子
さ
ん
（
小
路
谷
）

◆
洲
本
市
交
通
安
全
対
策
委
員�

会
長
賞�

世
界
一
橋
に
負
け
な
い
事
故
の

ゼ
ロ

　
松
山
巌
さ
ん（
由
良
四
丁
目
）

◆
選
考
会
賞�

我
が
身
を
ば
不
死
身
と
ぞ
思
う

浅
は
か
さ

　
大
村
博
子
さ
ん
（
由
良
四
丁
目
）

忘
れ
る
な
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命

綱　
天
羽
伊
久
夫
さ
ん
（
南
淡
町
福
良
）

◆
ユ
ー
モ
ア
賞�

あ
ぶ
な
い
よ
片
手
は
な
し
て
電

話
中

　
川
端
か
お
り
さ
ん
（
小
路
谷
）

追
い
越
し
て
信
号
待
ち
で
追
い

つ
か
れ

　
三
野
昇
一
郎
さ
ん
（
物
部
一
丁
目
）

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞�

追
い
越
す
な
運
動
会
は
学
校
で

　
松
野
和
可
子
さ
ん
（
物
部
一
丁
目
）

親
の
愛
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で

伝
わ
る
ね

　
為
後
美
智
子
さ
ん
（
由
良
三
丁
目
）

活
性
化
推
進
協
議
会
が
発
足�

�

　
淡
路
島
外
へ
の
航
路
が
全
廃
と
な
っ
た
洲
本
港
と
そ
の
周
辺�

の
活
性
化
策
を
検
討
す
る
官
民
組
織
「
洲
本
港
活
性
化
推
進
協�

議
会
」
が
発
足
、
十
月
十
九
日
　
洲
本
ポ
ー
ト
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ�

ル
で
初
会
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
今
後
、
二
か
月
に
一
回
程
度
の
会
議
が
開
か
れ
、
ポ
ー
ト
タ�

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
活
用
策
な
ど
洲
本
港
周
辺
を
含
め
た
活
性
化�

策
が
検
討
さ
れ
ま
す
。�

１０
月
２８
日
、
市
長
室
で
交
通
安
全
川
柳
の
表
彰
式
と
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合�

会
の
代
表
者
に
夜
光
た
す
き
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

交
通
安
全
川
柳
な
ど
を
発
表�

�

洲本市・洲本警察署・洲本交通安全協会�

�

年末の交通事故防止運動�
12月1日（水）～31日（金）まで�
�重点目標　◆飲酒運転の追放�

　　　　　◆高齢者の交通事故防止�
　　　　　◆シートベルト着用の徹底とチャイルド�
　　　　　　シート着用の促進�
　　　　　◆迷惑駐車の締め出し�
�
洲本市から悲惨で恐ろしい交通事故をなくしましょう。�

�

（火）�

広
告�本店　洲本市宇山

店舗　島　内　20店

　　　神戸市　　5店

　　　明石市　　1店

　　　西宮市　　1店

今日も楽しいおつきあい�

会　長

理事長

瀧　川　福　市
瀧　川　好　美
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私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
警
察
や
消
防
、
道
路
、
公
園
な
ど
、
私
た
ち
個
人
や�

民
間
の
団
体
の
活
動
だ
け
で
は
ま
か
な
う
こ
と
の
出
来
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
が
必
要
で
す
。
国
や�

県
、
洲
本
市
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
た
め
に
社
会
保
障
の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、
教
育�

の
振
興
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
国
や
地
方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
費
用
が
必
要
で
す
が
、
そ
の�

主
な
財
源
は
私
た
ち
の
税
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
十
一
月
十
一
日
〜
十
七
日
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。
全
国
の
税
務
署
や
納
税
協
会
で
は
、
税
の
意�

義
や
役
割
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
作
文
や
納
税
者
の
表
彰
、
税
に
関
す
る
座
談
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
び
、
税
に
関
す
る
中
学
生
の
作
文
で
、
「
近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
長
賞
」
を
受
賞
し
た�

由
良
中
学
校
、
石
田
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
私
に
は
大
好
き
な
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
心
不
全
と
い
う
病
気
で

右
半
身
不
随
に
な
り
一
年
間
入

院
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
希
望
で
、
家
で
静

養
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
退
院
す
る
時
、

お
医
者
さ
ん
に
は
、
「
三
ヶ
月

で
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
三
年
も
生
き
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
み
な
さ
ん

が
心
を
込
め
て
払
っ
て
く
れ
る

税
金
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
、
寝
た
き
り

に
な
り
、
私
た
ち
家
族
が
出
来

な
い
こ
と
を
洲
本
市
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
人
が
や
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
内
容
は
熱
や
血

圧
な
ど
を
計
っ
て
く
れ
た
り
床

擦
れ
し
た
部
分
に
薬
を
ぬ
っ
て

く
れ
た
り
、
色
々
な
こ
と
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
連
絡

ノ
ー
ト
に
色
々
な
こ
と
も
書
い

て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば

　
呼
吸
器
訓
練
の
仕
方

や

車

い
す
に
よ
く
す
わ
れ
て
い
ま

す
　
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
私

た
ち
家
族
に
と
っ
て
は
す
ご
く

あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。
も

う
一
つ
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て

あ
り
が
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

を
自
宅
で
お
風
呂
に
入
れ
る
こ

と
が
出
来
な
い
時
、
洲
本
市
総

合
福
祉
会
館
の
人
が
車
い
す
の

乗
れ
る
車
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を

む
か
え
に
来
て
く
れ
て
、
お
風

呂
に
入
れ
て
く
れ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
私
は
、
洲
本
市
総

合
福
祉
会
館
へ
何
度
か
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

寝
た
き
り
の
人
た
ち
が
お
風
呂

に
入
る
た
め
の
色
々
な
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
色
々
な
も

の
も
洲
本
市
総
合
福
祉
会
館
の

建
物
も
そ
し
て
お
世
話
に
な
っ

た
、
洲
本
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
人
た
ち
の
給
料
も
す

べ
て
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

る
と
知
っ
た
時
、以
前
ま
で「
百

円
の
お
菓
子
買
う
の
に
な
ん
で

百
三
円
払
わ
ん
と
ア
カ
ン
の
？
」

と
言
っ
て
い
た
自
分
自
身
が
は

ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
消
費
税
が
三
円
か
ら
、
五

円
に
上
が
っ
た
時
は
何
も
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。た
だ
、「
ま
た

税
金
で
た
す
け
ら
れ
る
人
が
増

え
る
な
ー
。」と
と
て
も
い
い
気

分
に
な
っ
た
だ
け
で
す
。

　
税
金
は
色
々
な
人
を
助
け
、

私
た
ち
一
人
一
人
の
生
活
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
、
私
た
ち
の

生
活
し
て
い
く
上
で
と
て
も
重

要
な
も
の
な
の
で
す
。
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
百
円

の
物
を
買
っ
て
五
円
払
う
。
こ

ん
な
、
今
、
私
た
ち
に
当
り
前

に
な
っ
て
い
る
消
費
税
が
、
と

て
も
と
て
も
大
事
な
も
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
み
ん
な
に
わ
か

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
が
、
税
の
美
し
さ
、
あ

た
た
か
さ
を
感
じ
、
税
を
払
い
、

こ
ま
っ
て
い
る
人
た
ち
を
助
け

る
、
こ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
私

た
ち
は
と
て
も
幸
せ
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ

で
も
大
き
い
心
が
こ
も
っ
た
税

を
払
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

税
が
し
て
く
れ
た
こ
と�

�

洲
本
市
立
由
良
中
学
校
三
年
　
石
田
瑞
貴
さ
ん

�

「税に関する高校生の標語」募集�
�

▲

詳しくは、同税務署（☎２４・１２１２）へ。

　洲本税務署では、税に�
関する標語を高校生から�
募集しています。�
応募は１人１編で、�
12月15日（水）まで。�

●身近な財政支出�平成8年度の国と地方公�共団体の負担額の合計額�（　　　　　）�
●公立学校の児童・生徒1人当たりの年間教育費負担額�
�
�
�
�
�
�
�
●私たちの生活や安全をまもるための�
　警察・消防費は5兆2,376億円�
　　　　国民1人当たりでは�
　　　　約41,600円�
�
●市町村のゴミ処理費用2兆5,128億円�
　　　　国民1人当たりでは�
　　　　約20,000円�
�
●国民医療費の公費負担額9兆1,198億円�
　　　　国民1人当たりでは�
　　　　約72,500円�
�

783,000円�

小学生� 中学生�
高校生�
（全日制）�

842,000円�

866,000円� １１
月
１１
日
〜
１７
日
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す�

“

“

”

”

広
告�

夢あるくらしのパートナー�

理 事 長 藤　　　勝 本店/洲本市栄町一丁目３番１７号 TEL.０７９９（22）５５５５（代）
店舗　淡路地域１８ヵ店　阪神地域５ヵ店　播磨地域５ヵ店
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わ
た
し
の
ク
ラ
ス
に
は
、
目

が
み
え
な
い
「
Ｋ
ち
ゃ
ん
」
が

い
ま
す
。
Ｋ
ち
ゃ
ん
は
、
う
ま

れ
た
と
き
か
ら
目
が
み
え
な
い

そ
う
で
す
。

　
で
も
Ｋ
ち
ゃ
ん
は
目
が
み
え

な
い
け
ど
、
が
っ
こ
う
で
は
、

す
ご
く
が
ん
ば
っ
て
い
る
よ
。

　
ま
え
に
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
し

た
と
き
、
わ
た
し
は
、
き
ょ
う

し
つ
の
中
を
あ
る
く
と
き
す
ご

く
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
と
も
だ

ち
に
手
を
ひ
い
て
も
ら
っ
て
、

か
い
だ
ん
を
あ
が
っ
た
り
お
り

た
り
す
る
と
き
も
、
い
っ
た
い

ど
こ
に
い
っ
て
い
る
か
わ
か
ら

な
く
て
、
か
べ
に
な
ん
ど
も
ぶ

つ
か
り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
で
も
Ｋ
ち
ゃ
ん
は
、

「
た
っ
て
。
」

と
い
っ
た
ら
す
ぐ
に
い
す
か
ら

た
て
ま
す
。
目
が
み
え
な
く
て

も
あ
る
く
の
も
じ
ょ
う
ず
で
す
。

じ
ぶ
ん
の
せ
き
も
よ
く
お
ぼ
え

て
い
る
し
、
す
い
と
う
の
お
き

ば
し
ょ
も
よ
く
し
っ
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
に
い
く
と
き
も
、
か
べ

を
さ
わ
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
じ
ょ

う
ず
に
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
く
つ
も
さ
わ
り
な
が
ら

は
き
か
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｋ
ち
ゃ
ん
は
、
目
が
み
え
な

い
け
ど
、
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
ち
ゅ
う

も
、
よ
く
に
こ
に
こ
わ
ら
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
き
っ
と
こ
こ

ろ
の
中
で
、
い
っ
ぱ
い
い
ろ
ん

な
こ
と
を
お
も
っ
て
わ
ら
っ
て

い
る
の
か
な
。

　
Ｋ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
あ

そ
ん
だ
り
、
が
っ
こ
う
か
ら
か

え
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
と
き

も
、
に
こ
に
こ
し
て
す
ご
く
よ

ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。
わ
た
し
は

Ｋ
ち
ゃ
ん
に
、

「
Ｋ
ち
ゃ
ん
」

と
よ
ん
だ
ら

「
は
い
。
」

と
す
ぐ
に
へ
ん
じ
も
し
て
く
れ

ま
す
。

　
Ｋ
ち
ゃ
ん
は
本
が
す
き
で
す
。

わ
た
し
も
本
が
す
き
で
す
。
せ

ん
せ
い
に
本
を
よ
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
と
き
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
お
も
い
う
か
べ
て
い
る
の
か

な
。

　
み
ん
な
Ｋ
ち
ゃ
ん
が
か
わ
い

い
と
い
い
ま
す
。
わ
た
し
も
Ｋ

ち
ゃ
ん
と
な
か
よ
し
で
す
。

　
Ｋ
ち
ゃ
ん
は
、
き
ゅ
う
し
ょ

く
も
だ
い
す
き
で
す
。
す
き
な

た
べ
も
の
は
、
さ
か
な
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
Ｋ
ち
ゃ
ん
は
く
る

ま
の
タ
イ
ヤ
が
だ
い
す
き
で
、

ミ
ニ
カ
ー
で
た
の
し
そ
う
に
あ

そ
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ご
ろ
の
Ｋ
ち
ゃ
ん
は
、

い
ろ
ん
な
せ
ん
せ
い
の
こ
え
も

き
き
わ
け
ら
れ
て
、
す
ぐ
に
あ

て
ら
れ
ま
す
。
お
ん
が
く
も
だ

い
す
き
で
、
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ

て
、
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
い
ま

す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
Ｋ
ち
ゃ
ん
、

　
私
は
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
障
害

者
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
。
た
だ
、
「
か
わ

い
そ
う
だ
な
あ
」
と
思
っ
て
い

た
。
「
そ
れ
ま
で
」
と
書
い
た

が
、
そ
れ
は
乙
武
洋
匡
さ
ん
の

「
五
体
不
満
足
」
を
読
む
ま
で

だ
。
こ
の
本
を
読
ん
で
私
は
考

え
を
改
め
た
。
「
障
害
者
」
の

人
た
ち
に
対
し
て
私
は
同
情
し

て
い
た
。
障
害
を
も
っ
て
い
る

人
と
い
な
い
人
で
は
、
も
っ
て

い
な
い
人
の
方
が
幸
せ
だ
と
思

っ
て
い
た
。
で
も
、
幸
せ
か
ど

う
か
は
そ
の
人
の
生
き
方
で
決

ま
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な

と
最
近
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
障
害
を
も
っ
て
い
る

人
は
不
幸
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。

障
害
な
ん
て
、
同
じ
人
間
な
ん

が
ん
ば
っ
て
ね
。
」
っ
て
い
っ

て
あ
げ
た
い
で
す
。
そ
し
て
ず

っ
と
な
か
よ
し
で
い
た
い
で
す
。

だ
か
ら
関
係
な
い
の
だ
。
な
ぜ
、

こ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　
で
も
、
障
害
を
も
っ
て
い
る

人
と
い
な
い
人
が
同
じ
く
ら
い

自
由
に
行
動
で
き
て
い
る
か
と

い
え
ば
、
疑
問
が
残
る
。
例
え

ば
、
駅
で
の
移
動
。
駅
は
段
差

や
階
段
が
非
常
に
多
い
。
し
か

し
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ

が
あ
る
駅
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

私
に
と
っ
て
は
別
に
困
難
は
な

い
が
、
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る

人
に
と
っ
て
は
多
分
移
動
す
る

の
は
大
変
な
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
段
差
に
ス
ロ
ー
プ
を
つ

け
る
だ
け
で
い
い
の
だ
。
そ
れ

だ
け
で
、
車
い
す
に
乗
っ
て
い

る
人
は
移
動
が
ず
い
ぶ
ん
楽
に

な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
で
も
、
す
ぐ
に
全
部
の

段
差
に
ス
ロ
ー
プ
を
作
る
の
は

予
算
的
に
も
無
理
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
建
物
が
で
き
て
い
く
け
ど
、

そ
の
と
き
に
障
害
を
も
っ
て
い

る
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
建

て
て
ほ
し
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
つ
け
た
り
、
段
差
を
な
く
し

た
設
計
を
し
て
い
く
べ
き
だ
。

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
で
思
い
出
し

た
が
、
お
と
と
し
の
淡
路
島
ま

つ
り
で
そ
の
こ
と
が
問
題
に
な

っ
て
い
た
。
新
聞
に
書
い
て
あ

っ
た
が
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
淡

路
島
ま
つ
り
の
と
き
に
建
て
る

や
ぐ
ら
で
ふ
さ
が
れ
て
い
た
そ

う
だ
。
こ
の
よ
う
な
出
来
事
は

目
の
不
自
由
な
人
へ
の
配
慮
が

足
り
な
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
私
は
こ
の
記
事
を
読
ん

で
「
障
害
を
も
っ
て
い
る
人
と

い
な
い
人
が
共
生
し
て
い
け
る

社
会
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
な

あ
」
と
悲
し
く
な
っ
た
。
あ
れ

か
ら
二
年
た
っ
た
今
で
も
問
題

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
障
害
を
も

っ
て
い
る
人
が
不
利
に
扱
わ
れ

て
い
る
と
い
え
ば
、
就
職
面
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
私
は
こ
の
前
、
公
民
で
「
障

害
者
雇
用
促
進
法
」
と
い
う
法

を
習
っ
た
。
就
職
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、

よ
り
就
職
し
や
す
い
環
境
に
な

っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の

法
律
を
定
め
な
け
れ
ば
「
障
害

者
」
の
人
が
就
職
で
き
な
い
、

ま
た
は
と
て
も
す
る
の
が
困
難

な
ん
だ
と
思
う
と
悲
し
い
。
こ

れ
か
ら
も
、
も
っ
と
就
職
し
や

す
く
な
る
よ
う
な
環
境
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
う
。

　
環
境
が
整
っ
て
く
る
、
つ
ま

り
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
が
実
現

さ
れ
た
と
き
、
次
は
「
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

環
境
が
よ
く
な
っ
た
ら
、
障
害

を
も
っ
て
い
る
と
か
関
係
な
く

な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
心
に

壁
を
作
っ
て
し
ま
う
と
そ
れ
を

　
市
教
育
委
員
会
や
市
同
和
教
育
協
議
会
で
は
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社�

会
の
実
現
の
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月�

号
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。�

中
川
原
小
学
校
一
年�

　
さ
か
い
ほ
な
み
ち
ゃ
ん�

�

青
雲
中
学
校
三
年�

　
宇
都
宮
　
萌
さ
ん�

�

３１�

障
害
者
問
題
に
つ
い
て�

Ｋ
ち
ゃ
ん�

�
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取
り
除
く
こ
と
は
難
し
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
私
が
差
別

や
偏
見
の
心
を
取
り
除
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
一

人
一
人
の
自
覚
が
「
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
」
を
実
現
す
る
ん
だ

と
思
っ
て
い
る
。

　
今
ま
で
は
「
私
に
は
関
係
な

い
や
ん
」
と
他
人
事
の
よ
う
に

感
じ
て
い
た
。
で
も
、
「
障
害

者
問
題
」
を
考
え
て
い
く
に
つ

れ
て
自
分
も
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
た
。
自
分
の
「
心

の
バ
リ
ア
」
を
取
り
除
け
る
の

は
自
分
自
身
だ
け
だ
。
い
つ
か
、

「
障
害
者
」
と
「
健
常
者
」
の

間
の
バ
リ
ア
が
な
く
な
る
日
は

必
ず
く
る
。
そ
の
た
め
に
、
今

の
「
一
歩
」
が
必
要
だ
と
思
う
。

　
最
近
、
「
老
人
介
護
」
と
か

「
介
護
保
険
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
新
聞
の
見

出
し
に
も
そ
の
言
葉
を
見
つ
け

る
こ
と
も
あ
る
し
、
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
で
も
聞
く
し
、
そ
し

て
書
店
で
も
そ
の
よ
う
な
内
容

の
本
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
も
た

く
さ
ん
な
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
私
の
家
に
も
、
祖
父
と
祖
母

が
い
ま
す
。
七
人
家
族
で
す
。

祖
父
は
最
近
、
少
し
ず
つ
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
言
葉
を

何
回
も
く
り
返
し
た
り
、
自
分

の
思
っ
て
い
る
こ
と
や
言
い
た

い
こ
と
が
、
な
か
な
か
口
に
出

せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
動
作
も
ゆ
っ
く
り
と
、

ぎ
こ
ち
な
い
と
き
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
祖
父
を

見
て
、
私
は
、
と
き
ど
き
、
い

ら
だ
ち
や
、
冷
た
く
あ
た
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
か
わ
い
そ
う
だ
な
あ
と

思
う
の
で
す
が
、
つ
い
、
私
自

身
、
自
分
の
こ
と
ば
か
り
考
え

て
し
ま
っ
て
い
ら
い
ら
す
る
こ

と
の
方
が
多
い
の
で
す
。
そ
ん

な
私
に
と
き
ど
き
両
親
か
ら
注

意
も
さ
れ
る
の
で
す
が
…
。

　
そ
ん
な
と
き
、
ふ
と
思
い
だ

す
の
で
す
。
私
は
一
歳
か
ら
保

育
園
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
保

育
園
の
お
迎
え
は
い
つ
も
祖
父

で
し
た
。
お
迎
え
の
自
転
車
の

後
ろ
の
席
に
ち
ょ
ん
と
座
る
の

が
と
て
も
好
き
で
し
た
。
ほ
と

ん
ど
の
友
だ
ち
は
、
お
母
さ
ん

が
お
迎
え
に
き
て
く
れ
て
い
ま

し
た
が
、
私
は
、
祖
父
の
お
迎

え
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の

で
す
。
帰
り
道
、
せ
い
い
っ
ぱ

い
の
わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
困
ら

せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
欲
し
い
も
の
が
あ
る
と

き
に
は
い
つ
も
、
祖
父
が
買
い

に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

小
学
校
の
低
学
年
で
は
私
は
と

き
ど
き
、
忘
れ
物
を
し
て
、
泣

き
べ
そ
を
か
い
て
い
る
と
き
に
、

祖
父
が
、
校
門
ま
で
届
け
て
く

れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

と
き
祖
父
の
笑
顔
も
い
っ
し
ょ

で
し
た
。
ほ
っ
と
し
て
教
室
に

も
ど
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
雨
が
降
り
そ
う

だ
な
と
思
っ
た
ら
も
う
か
さ
が

教
室
に
届
い
て
い
ま
し
た
。
祖

父
は
、
わ
り
と
心
配
症
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
忙
し
い
母
に
か
わ

っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
や
そ

う
じ
な
ど
の
学
年
行
事
に
も
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
若
い

人
と
い
っ
し
ょ
だ
か
ら
、
若
返

り
ま
し
た
。
」
と
、
て
い
ね
い

な
言
葉
づ
か
い
で
、
夕
食
の
と

き
、
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、

今
は
、
自
分
か
ら
大
き
な
声
で

話
を
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い

出
し
て
い
る
と
、
私
が
こ
の
ご

ろ
祖
父
に
い
ら
だ
ち
や
さ
み
し

い
態
度
を
と
る
自
分
に
も
は
ら

が
た
っ
て
情
け
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
今
、
大
家
族
が
急
激
に
へ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
老

人
の
ひ
と
り
暮
ら
し
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

福
祉
関
係
の
仕
事
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
、
さ
か
ん
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
老
人

ホ
ー
ム
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
と
き
は
お
年
寄
り

に
演
奏
を
聞
い
て
も
ら
う
と
い

う
活
動
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
と
き
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば

あ
さ
ん
の
顔
が
と
て
も
う
れ
し

そ
う
だ
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち

も
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
老
人
ホ
ー
ム
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

不
自
由
に
な
っ
た
高
齢
者
の
体

の
世
話
を
す
る
だ
け
で
な
く
、

心
の
ケ
ア
も
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
高
齢
者
や
、
障
害

を
も
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
た

く
さ
ん
の
工
夫
さ
れ
た
設
備
や

施
設
が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢
者
が

増
え
て
い
く
か
ら
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
本
当
に
大
切
な
こ
と

は
、
お
互
い
が
思
い
や
り
の
あ

る
支
え
合
う
気
持
ち
を
も
つ
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
祖
父
は
ど
の
よ
う

に
年
齢
を
重
ね
て
い
く
の
で
し

ょ
う
か
。
あ
の
元
気
で
走
っ
て

い
た
祖
父
に
少
し
で
も
、
も
ど

っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思

い
ま
す
。
私
も
こ
れ
か
ら
は
、

祖
父
に
や
さ
し
い
気
持
ち
で
話

し
か
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
は
じ
め
て
「
差
別
」
と
い
う

こ
と
ば
の
意
味
を
聞
い
た
と
き
、

悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
い
っ
た

い
人
間
は
、
ど
う
し
て
差
別
を

す
る
ん
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、

私
は
、
松
谷
み
よ
こ
さ
ん
が
書

い
た
『
わ
た
し
の
妹
』
と
い
う

本
を
読
み
ま
し
た
。
本
当
に
あ

っ
た
お
話
で
す
。
妹
は
、
差
別

に
あ
っ
て
、
苦
し
い
思
い
を
し

て
き
た
人
間
で
す
。
妹
は
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
に「
く
さ
い
ぶ
た
」

と
言
わ
れ
、
ク
ラ
ス
の
は
じ
さ

ら
し
と
の
の
し
ら
れ
、
や
が
て

学
校
に
行
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

い
つ
か
、
い
じ
め
た
人
に
は
ぜ

っ
た
い
ば
ち
が
当
た
る
と
思
い

ま
す
。
い
じ
め
た
人
は
、
だ
れ

に
も
見
ら
れ
て
な
い
と
き
に
妹

を
い
じ
め
た
と
思
う
け
れ
ど
、

か
み
様
は
ぜ
っ
た
い
に
見
て
い

ま
す
。
悪
い
こ
と
で
も
よ
い
こ

と
で
も
。
自
分
よ
り
弱
い
者
を

い
じ
め
る
の
は
、
ぜ
っ
た
い
に

い
け
な
い
こ
と
で
す
。

　
妹
は
「
も
っ
と
勉
強
し
た
か

っ
た
の
に
。
も
っ
と
遊
び
た
か

っ
た
の
に
。
」
と
思
い
な
が
ら
、

天
国
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

妹
は
と
っ
て
も
か
わ
い
そ
う
で

す
。
い
じ
め
た
人
は
、
妹
が
死

ん
で
し
ま
っ
た
と
き
も
、
と
っ

て
も
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ

た
と
思
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
、
思
い
や
り
の

心
や
、
や
さ
し
い
心
が
な
く
て

そ
の
か
わ
り
に
い
じ
わ
る
の
心

が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私

も
妹
み
た
い
に
い
じ
め
ら
れ
た

ら
、
と
て
も
い
や
で
す
。
私
は

お
母
さ
ん
か
ら
「
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
て
ご
ら
ん
。
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
を
い
じ
め
た
り
す
る
人
は
、

ど
う
し
て
い
じ
め
を
す
る
の
で

し
ょ
う
。
ど
ん
な
気
持
ち
で
す

る
の
で
し
ょ
う
。

　
差
別
を
な
く
す
た
め
に
は
、

世
界
中
の
人
が
み
ん
な
手
と
手

を
と
り
合
っ
て
、
仲
よ
く
助
け

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の

世
界
か
ら
差
別
が
、
ぜ
っ
た
い

に
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
私

は
強
く
ね
が
い
ま
す
。

洲
浜
中
学
校
一
年�

中
谷
　
茉
利
奈
さ
ん�

安
乎
小
学
校
三
年�

後
藤
　
瑠
美
さ
ん�

や
さ
し
い
気
持
ち
で�

差
別
に
つ
い
て�
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市民の警察官賞に上田巡査長�

桃太郎になって成ヶ島でゴミたいじ�

案内標柱が設置されました�善意をありがとう�

　成ヶ島の魅力の見直しと現状を知ってもらう「第６回成ヶ島まつり」（成ヶ
島を美しくする会主催）が１０月１０日、同島で開催されました。参加した家族連
れら約500人は「桃太郎」となってゴミたいじをするという趣向で、清掃活動
をしながらウォークラリーなどを楽しみました。�

スポーツやゲームで3都市交流�

　明石海峡大橋の開通で陸路でつながった神
戸、洲本、徳島の子どもたちが集まる三都市
交流スポーツ大会が１０月１７日、洲本市内で行
われました。約2 0 0人の小学生がソフトボ
ールやドッジボールなどで交流を深めました。�

　トルコや台湾で発生した地震で被害を受けた皆さんにお渡しください、と洲本市に寄

せられた義援金は次のとおりです（１１月５日現在、敬称略）。団体：　大増建設（株）　

御食国　洲浜中学校生徒会　由良小学校　洲本市連合町内会　洲本市連合婦人会　洲本

市役所職員　個人：　増井洋右　渡辺敏明　奥井　斉　奥井信子　なお、そのほか市役

所に設置している募金箱には、たくさんの皆さんが募金を行ってくれました。�

　犯罪のない明るい洲本市を目指して、防犯活動などに功績のあった警察官に贈られる「洲本市

民の警察官賞」に洲本警察署の上田晴巳巡査長（４３歳）が選ばれ、１０月５日総合福祉会館で表彰式

が行われました（写真左）。上田巡査長は連続窃盗事件の容疑者逮捕や暴力事件の検挙などに貢献

されています。また、式の後、「暴力団追放洲本市民大会」が行われ、洲本署員らの手作りによ

る寸劇「暴力団は恐くない」が披露されました。�

△

△

△

△△△△

△△△△

　洲本城跡の国史�

跡指定を記念する�

案内標柱１８基がこ�

の度、三熊山に設�

置されました。洲�

本城跡は今年１月、�

国から史跡指定さ�

れましたが、案内�

表示がないため市�

民や観光客から設�

置を求める要望が�

出されていました。標柱は高さ１㍍、直径１５㌢で、�

台座はコンクリート製で「本丸大石段」「南の丸」�

「馬屋（月見台）」など史跡の名称が描かれています。　　　�

写真�
ニュース�

写真は阪神・淡路大震災のお礼をしようと募金活動に取り組んでくれた洲浜中学校生徒
会の皆さん（写真左）。市連合婦人会の皆さんも市役所に義援金を届けてくれました。
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�「柴右衛門たぬき」が里帰り� 近畿市長会が洲本で開催�

21世紀の�
国際交流を目指して�いつまでもたっしゃで長生きを�

三熊山に国旗が掲揚されました�お年寄りへのプレゼントを手作り�

カラオケの熱唱や�
　大正琴の演奏を披露�

　近畿２府４県の９１市長が出席した「第９２回近畿市長会」が１０月２７日、市

内のホテルで行われました。来年４月から始まる介護保険制度や震災復興

など６議案や要望事項が採択されました。同総会は年２回開かれ、淡路で

は始めての開催で、開催市の中川市長が議長を務めました。�

　１０月末に閉館された大阪・道頓堀の劇場・松竹「中座」に祭ら

れていた、民話で芝居の神様とされる「柴右衛門たぬき」が洲本

へ里帰りをしました。中座舞台の奈落には柴右衛門を祭る社が設

けられていましたが、中座が再開発で取り壊されることとなり、

劇場側から受け入れの話しがあったもの。（横断幕の先導で里帰

りした柴右衛門たぬき。後方の白い布の中がご神体）�

　土曜ふれあい学級が１０月３０日、洲本第三小学校で開かれ、５年生

の親子約生200人が牛乳パックを利用した小物入れを製作しました。

高齢者と子どもも交流を図ろうと市社会福祉協議会の呼びかけに応

じたもので、出来上がった小物入れは１１月１６日、１７日に、公民館な

どで行われる一人暮らしのお年寄りの給食サービスの時にプレゼン

トする予定です。�

　島内で国際交流活動に励んでいる皆
さんらが参加して「淡路発２１世紀の国
際交流」（市国際交流協会主催）が行
われました。パネルディスカションな
どのほか、ハワイ島ホームステイを体
験した高校生の体験発表が行われまし
た。�

　県内の視覚障害者がカラオケな
どで交流を深める「第４２回兵庫県
盲人芸能大会」が１０月１５日、市民
会館で行われ熱演が繰り広げられ
ました。また、大会には４４人のボ
ランティアが参加者のステージや
客席への移動などを手助けしてく
れました。�

　各地域で趣味の講座に通うお年寄りらが交流を深める「第

１４回県学ぶ高齢者のつどい淡路ブロック大会」が、１０月１９日

市民会館で行われました。島内の老人大学などに通う高齢者

約８００人が参加して舞踏や合唱の披露のほか、書道や絵画の

作品展が行われました。�

　洲本ライオンズクラ�

ブからこの度、三熊山�

に国旗掲揚台と国旗が�

贈呈され、１１月３日現�

地で贈呈式が行われま�

した。今後、三熊山登�

山会の皆さんの協力で�

祝日などに国旗が掲揚�

されます。�



１０�

　
白
い
歯
は
魅
力
的
で
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
健
康
な
歯
肉
に
支
え

ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
。

　
と
こ
ろ
で
、
歯
の
変
色
の
原

因
に
は
、
歯
の
表
面
的
な
汚
れ

が
原
因
の
変
色
（
例
え
ば
、
た

ば
こ
を
吸
う
人
は
ヤ
ニ
で
着
色

し
ま
す
し
、
紅
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

を
一
日
に
何
杯
も
飲
む
人
も
着

色
し
や
す
い
の
で
す
）
と
神
経

を
取
っ
て
し
ま
っ
た
歯
が
暗
紫

色
に
変
色
し
た
り
、
エ
ナ
メ
ル

質
の
で
き
方
が
不
十
分
な
こ
と

に
よ
る
変
色
、
加
齢
に
伴
い
黄

ば
み
が
強
く
な
る
変
色
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
他
に
は
、
虫
歯
に

　
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、成
人
の
日
が「
一

月
十
五
日
」
か
ら
「
一
月
の
第

二
月
曜
日
」に
な
り
ま
し
た（
ま

た
、
体
育
の
日
も「
十
月
十
日
」

か
ら
「
十
月
の
第
二
月
曜
日
）

に
な
っ
て
い
ま
す
）。

　
そ
の
た
め
、
平
成
十
二
年
成

人
式
は
「
成
人
の
日
」
と
な
る

平
成
十
二
年
一
月
十
日
（月）
に
行

い
ま
す
。
対
象
者
は
、
昭
和
五

十
四
年
四
月
二
日
か
ら
五
十
五

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
す
。
本
市
に
住
民
登
録
を

さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
十
二
月

中
旬
に
は
が
き
で
通
知
を
し
ま

す
。

　
ま
た
、
就
職
や
進
学
な
ど
で

本
市
に
住
民
登
録
が
な
い
人
で

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
☎
２
２
・
３
３

３
１
）
へ
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

な
い
で
い
る
と
、
将
来
、
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
年
金
の
な
い
老
後
は
、
家
族

に
大
変
な
負
担
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
六
十
五

歳
以
上
で
公
的
年
金
や
恩
給
を

受
け
取
っ
て
い
る
世
帯
は
九
六

　
以
上
も
あ
り
、
そ
の
内
、
高

齢
者
世
帯
で
総
所
得
の
八
割
以

以
上
が
年
金
や
恩
給
で
あ
る
世

帯
は
六
二
　
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
公
的
年
金
は

老
後
の
所
得
保
障
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し

ょ
う
。

　
「
つ
い
う
っ
か
り
」
「
つ
い

忙
し
く
て
…
」
と
い
う
人
は
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
免
除
を
希

望
さ
れ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
国
保
年

金
係
（
☎
２
２
・
３
３
２
１
内

線
２
５
３
）
へ
。

よ
る
変
色
、
虫
歯
に
つ
め
た
材

料
の
変
色
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
歯
を
白
く
す
る
に
は
、
不
潔

な
汚
れ
・
歯
垢
を
と
る
た
め
に

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
（
歯
磨
き
）
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
軽
度

の
着
色
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

歯
磨
剤
を
つ
け
た
適
正
な
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
に
よ
り
か
な
り
解
決

し
ま
す
。
食
後
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
が
基
本
で
す
。
さ
ら
に
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
だ
け
で
は
、
と
れ
な

い
歯
垢
・
歯
石
・
着
色
を
と
る

た
め
に
は
、
歯
科
医
院
で
ス
ケ

ー
リ
ン
グ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と

い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
歯
面
清
掃
器
で
、
水
と
塩

化
カ
ル
シ
ウ
ム
と
重
炭
酸
水
素

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
粉
末
を
一
緒
に

歯
面
に
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
し
て
、

歯
の
表
面
を
傷
つ
け
る
こ
と
な

く
、
歯
面
を
き
れ
い
に
洗
い
、

着
色
を
除
去
す
る
方
法
で
す
。

た
ば
こ
の
ヤ
ニ
や
紅
茶
な
ど
の

着
色
は
す
ぐ
に
き
れ
い
に
な
り

ま
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ

て
も
あ
ま
り
白
く
な
ら
な
い
の

な
ら
、
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
と
い
う

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ブ
リ
ー
チ
ン
グ
は
、
漂
白
剤

を
使
用
し
て
歯
の
表
面
か
ら
内

部
に
沈
着
し
て
し
ま
っ
た
色
素

を
脱
色
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歯

を
白
く
す
る
方
法
で
す
。
個
人

差
は
あ
り
ま
す
が
、
症
例
に
よ

っ
て
は
効
果
的
に
白
く
な
り
ま

す
。
こ
の
方
法
は
、
一
九
九
一

年
に
ア
メ
リ
カ
で
普
及
し
は
じ

め
、
日
本
で
は
、
一
九
九
八
年

に
厚
生
省
の
許
可
が
お
り
た
ブ

リ
ー
チ
ン
グ
剤
に
よ
っ
て
日
本

で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
新
し
い
方
法
で
す
。

　
虫
歯
が
、
大
き
い
場
合
に
は
、

か
ぶ
せ
る
方
法
が
良
い
で
し
ょ

う
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を
か
ぶ
せ
れ

ば
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
表
面

だ
け
を
削
っ
て
セ
ラ
ミ
ッ
ク
を

接
着
剤
で
貼
り
つ
け
る
ラ
ミ
ネ

ー
ト
ベ
ニ
ア
と
い
う
方
法
も
あ

り
ま
す
。

白
　
　
い
　
　
歯�

竹内歯科医院�

竹内良一 歯科医師�

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

写真の人に出合ったら、広報にのって�
いたねと、ひと声かけてね。�

成
人
式
の
日
が
変
わ
り
ま
す�

　
　
平
成
１２
年
成
人
式
は
１
月
１０
日
に�

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て�

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
洲
本
市
医
師
会
、
洲�

本
市
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
連
載
し�

て
い
ま
す
。�



１１�

　
未
登
記
物
件
を
取
り
壊
し
た

り
、
法
務
局
へ
の
滅
失
登
記
を

し
て
い
な
い
場
合
は
、
引
き
続

き
固
定
資
産
と
し
て
課
税
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
り
適
正
な
課
税
を
す
る
た

め
、
家
屋
を
取
壊
し
た
場
合
に

は
、
市
役
所
税
務
課
固
定
資
産

税
係
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
る

様
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
通
知
書
に
は
課

税
明
細
書
を
添
付
し
て
い
ま
す
。

所
有
さ
れ
て
い
る
物
件
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
お
気
づ
き
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
家
屋
滅
失
届
出
書
に
つ
き
ま

し
て
は
、
固
定
資
産
税
係
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。

　
届
け
出
に
は
▽
印
鑑
　
▽
取

り
壊
し
た
事
を
証
明
す
る
書
類

（
工
務
店
な
ど
発
行
の
取
壊
し

工
事
の
領
収
書
）
が
必
要
で
す
。

▼
詳
く
は
市
役
所
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
☎
２
２
・
３
３
２

１
内
線
２
６
０
・
２
６
１
・
２

６
２
）
へ
。

　
売
買
や
贈
与
、
建
築
な
ど
で

家
屋
や
土
地
を
取
得
し
た
場
合
、

不
動
産
取
得
税
の
課
税
対
象
に

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
被
災
し
た
家
屋
に
代
わ
る
家

屋
を
、
来
年
三
月
末
ま
で
に
取

得
さ
れ
る
場
合
は
、
税
の
軽
減

措
置
も
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
洲
本
財
務
事
務

所
（
☎
２
２
・
３
５
４
１
）
へ
。

　
対
象
は
全
盲
か
矯
正
視
力
が

〇
・
三
未
満
、
乱
視
・
視
野
狭

窄
・
色
盲
・
夜
盲
が
重
度
、
将

来
失
明
か
視
力
の
減
退
す
る
恐

れ
が
あ
る
人
。

　
部
科
は
小
学
部
と
中
学
部
の

各
学
年
、
高
等
部
本
科
保
健
理

療
科
、
高
等
部
専
攻
科
理
療
科
。

　
選
考
は
小
学
部
と
中
学
部
は

随
時
、
高
等
部
は
来
年
二
月
。

▼
詳
し
く
は
、
淡
路
盲
学
校

（
☎
２
２
・
１
７
６
６
）
へ
。

◆
受
付
期
間
　
平
成
十
二
年
一

　
月
四
日
（火）
ま
で
。

◆
応
募
資
格
　
中
学
校
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）の
人
で
、

　
平
成
十
二
年
四
月
一
日
現
在
、

　
十
五
歳
以
上
十
七
歳
未
満
の

　
男
子
。

▼
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
淡
路
募

集
事
務
所
（
☎
２
４
・
２
４
４

９
）
へ
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た�

場
合
は
届
出
を
！�

土
地
や
家
屋
を
取
得�

し
た
場
合
は
不
動
産�

取
得
税
の
申
告
を
！�

平
成
十
二
年
度�

淡
路
盲
学
校�

　
児
童
・
生
徒
募
集�

◆
作
り
方�

①
ベ
ー
コ
ン
は
三
　
、
大
根
は

　
長
め
の
乱
切
り
、
白
菜
は
六

　
　
、
し
い
た
け
は
半
分
に
切

　
る
。

②
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
ベ

　
ホ
シ
サ
サ
キ
リ
は
体
長
二
　

足
ら
ず
の
小
形
種
で
、
体
色
は

淡
緑
色
か
淡
褐
色
で
す
。
前
羽

の
側
面
に
は
、
黒
い
点
が
一
列

に
並
ん
で
い
ま
す
。
乾
燥
し
た

明
る
い
草
原
に
す
ん
で
い
て
、

丈
の
低
い
草
の
間
で
生
活
し
て

い
る
の
で
す
が
、
最
近
は
市
街

の
空
き
地
な
ど
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
成
虫
は
八
月
頃
か
ら
現
れ
て

十
一
月
ま
で
見
ら
れ
、
雄
は
低

い
声
で
ジ
ー
ジ
ー
と
続
け
て
鳴

き
ま
す
。
産
卵
管
は
比
較
的
短

く
て
、
写
真
の
よ
う
に
先
が
鋭

く
と
が
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
サ
キ
リ
は
キ
リ
ギ
リ
ス
科

の
昆
虫
で
、
淡
路
に
は
オ
ナ
ガ

サ
サ
キ
リ
や
ウ
ス
イ
ロ
サ
サ
キ

リ
な
ど
も
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
シ
サ
サ
キ
リ
は
本
州
の
関

東
以
西
と
、
四
国
、
九
州
に
分

布
し
て
い
る
普
通
種
で
、
淡
路

で
も
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。

ホ
シ
サ
サ
キ
リ�

２１３�

７５�

ベ
ー
コ
ン
と�

野
菜
の
ス
ー
プ
煮�

ホシササキリの雌�

写真�
文�

堀　田　　　久�
（日本昆虫協会会員）

　
ー
コ
ン
、
大
根
を
炒
め
、
Ａ

　
を
入
れ
、
や
わ
ら
か
く
煮
る
。

③
白
菜
、
し
い
た
け
を
加
え
煮
、

　
塩
・
こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え
、

　
春
菊
を
加
え
る
。

◆材料（２人分）

ベーコン　　　　　　　２枚

大根　　　　　　　２００

白菜　　　　　　　３～４枚

生しいたけ　　　　　　４枚

春菊　　　　　　　２～３本

固形スープの素　　　　１個

水　　　　　　 カップ１１／３

サラダ油　　　　　小さじ１

　 　 　 栄 養 士

　　　　　　川　口　睦　子

自
衛
隊
生
徒
募
集�

セ
ン
チ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

◆12月 8日（水）午前10時～午後3時30分  洲本市民会館�
◆12月24日（金）午前10時～午後3時30分  洲本保健所�献血日程�

Ａ

グラ
ム

火�
日�

由 良 小 学 校 体 育 館�
洲本市スポーツセンター�

p.m．5：00～6：30（少年・一般）�
p.m．7：00～9：00（少年・一般）�

広
告�

“糸東流空手道”練習生募集�
（しとうりゅう）�

●

入
会
随
時
●

見
学
者
歓
迎�

少年は基本中心の　　　“体育空手”
青年は応用練習における“競技空手”
熟年は「型」中心の　　“健康空手”

●

●

●

※対　　象�
�

※会　　費�
※所属団体�
※連 絡 先�
�

（財）全日本空手道連盟糸東会�
「拳志会」淡路島道場 TEL.42-2517

3，000円�

練習日　　　　時　　　間　　　　　　　 場　　所�
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１２�

　
長
年
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

社
会
に
貢
献
さ
れ
た
人
に
贈

ら
れ
る
叙
勲
や
褒
章
の
受
章

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
県
立
淡
路
病
院
横
に
特
定
郵

便
局
「
洲
本
下
加
茂
郵
便
局
」

を
昭
和
三
十
五
年
に
開
局
以
来
、

そ
の
局
長
を
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
終
戦
後
、
教
師
と
な
り
洲
浜

中
学
校
長
や
市
教
育
長
を
努
め
、

五
十
四
年
間
教
育
一
筋
に
歩
ま

れ
ま
し
た
。

　
「
車
洗
浄
機
」
の
普
及
な
ど
、

自
動
車
整
備
士
の
地
位
向
上
な

ど
に
四
十
六
年
間
に
わ
た
っ
て

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
か
ら
補
導
受

託
者
と
し
て
家
庭
裁
判
所
の
委

託
を
受
け
、
非
行
少
年
ら
の
更

正
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
終
戦
直
後
か
ら
四
十
六
年
間
、

洲
本
測
候
所
で
気
象
解
説
官
を

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
環
境
庁
の
調
査
で
は
、
ご
み

な
ど
を
燃
や
し
た
時
に
発
生
す

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
低
温

燃
焼
や
不
完
全
燃
焼
、
い
ろ
い

ろ
な
ご
み
を
混
ぜ
て
燃
や
し
た

場
合
な
ど
に
発
生
し
や
す
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
焼
却
施
設
を

使
用
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
野
焼

き
や
、
構
造
や
維
持
管
理
が
十

分
で
な
い
家
庭
用
の
簡
易
焼
却

炉
で
の
焼
却
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
が
発
生
し
や
す
い
だ
け
で
な

く
、
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
煙
や

ス
ス
で
、
近
所
の
人
へ
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
焼
却
灰
の
処
理
も
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。
む
や
み
な
焼

却
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
な
お
、
産
業
廃
棄
物
の
野
焼

き
や
基
準
に
満
た
な
い
施
設
で

の
焼
却
は
、
法
律
で
厳
し
く
規

制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
ひ
と
り
一
人
が
心
が

け
、
実
行
す
る
こ
と
で
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
減
ら
し

快
適
な
生
活
環
境
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
な

た
も
、
環
境
へ
の
加
害
者
と
な

ら
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
努
力

し
ま
し
ょ
う
！

▽
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
！

　
買
い
物
袋
の
持
参
、
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
る
製
品
の
使
用
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
。

▽
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は

燃
や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
！

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、
市
の

ご
み
収
集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
紙
類
も
燃
や
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

　
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

な
ど
は
、
地
域
の
資
源
ご
み
回

収
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
河
川
、
海
岸
な
ど
公
共
の
場

所
で
の
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
！

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
健

康
課
　
☎
2
2
・
3
3
2
1（
内

線
3
4
6
）か
洲
本
保
健
所（
☎

2
2
・
3
5
4
1
）へ
。

　
　

上加茂、上内膳、下内膳、奥畑、上灘地区

旧内町地区

上物部、津田、金屋、前平、池田、木戸、池内、

新村、赤坂団地

塩屋、炬口、宇山、下加茂、桑間

小路谷、由良地区、千草地区

旧外町地区

物部、神子団地、宇原、戎ケ丘、大野

池の山及び上物部の一部（太郎池周辺）

安乎地区・中川原地区

▽
事
業
系
ご
み（
商
店
、事
業
所
、工
場
な
ど
の
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
）

▽
ス
プ
リ
ン
グ
入
り
マ
ッ
ト
レ
ス

▽
オ
ー
ト
バ
イ
、
タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー

▽
農
機
具
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ド
ラ
ム
缶
、
液
体
入
り
容
器
、
建
築
廃
材
、
そ
の

　
他
危
険
物

▼
詳
し
く
は
、
市
役
所
環
境
整
備
課
（
☎
２
２
・
３
３
２
１
　
内
線
３
４
３
）

へ
。

　
１１
月
２４
日
㈬
か
ら
１２
月
６
日
（月）
ま
で
、
家
庭
の
粗
大
ご
み
の
収
集
を
目
的
に

大
掃
除
を
行
い
ま
す
。
次
の
点
に
気
を
付
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
決
め
ら
れ
た
日
の
午
前
１０
時
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
必
ず
「
燃
え
る
ご
み
」
と
「
燃
え
な
い
ご
み
」
に
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
小
さ
な
ご
み
は
、
市
の
指
定
ご
み
袋
に
分
別
し
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◎
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
新
聞
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
着
類
、
缶
類
な
ど
の
資
源
ご
み
は
、
地
域
の
集
団

　
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
み
つ
あ
い
館
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
悪
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
に
は
広
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
み
は
分
別
し
て
午
前
１０
時
ま
で
に�

次
の
よ
う
な
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
！�

歳末の大掃除実施日程�
実 施 日 � 清　　　掃　　　区　　　域�

11月24日（水）

11月25日（木）

11月26日（金）

11月29日（月）

11月30日（火）

12月１日（水）

12月３日（金）

12月６日（月）

海岸通、山手１～２丁目、栄町１丁目、
本町１～４丁目（内通商店街含む）、
山手３丁目の一部（白滝稲荷周辺）

山手３丁目、栄町２～４丁目、
本町５～８丁目（本町商店街含む）

納地区

鮎屋地区

お
め
で
と
う�

�
秋
の
叙
勲
・
褒
章�

�

勲
五
等
双
光
旭
日
章�

�

勲
五
等
瑞
宝
章�

勲
五
等
瑞
宝
章�

勲
六
等
瑞
宝
章�

藍
　
綬
　
褒
　
章�

�

亀井　理 さん原田　博 さん

番所　保 さん柿木　栄 さん大谷　仁男 さん

（本町・74歳）（下加茂・70歳）

（宇山・70歳）（上物部・69歳）（上物部・66歳）

　恵まれない人たちに、明るいお正月を迎えていただこうと「歳末愛のたすけあい運動」を�
11月中旬から行います。市民の皆さんのご協力お願いします。�

●歳末愛のたすけあい運動にご協力を！�

快
適
な
環
境
の
た
め
に�

　
　
　
身
近
で
で
き
る
こ
と�

ご
み
の
焼
却
は
気
を
つ
け
て
！�



市立幼稚園児募集�

保 育 園 児 募 集 �

１３�

　
十
二
月
四
日
（土）
か
ら
十
日
（金）

ま
で
の
一
週
間
は
人
権
週
間
で

す
。

　
神
戸
地
方
法
務
局
洲
本
支
局

と
洲
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

で
は
、
こ
の
人
権
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。人
権
問
題（
名

誉
、
信
用
、
差
別
、
私
的
制
裁
、

い
や
が
ら
せ
、
い
じ
め
な
ど
）

で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

◆
と
　
き
　
十
二
月
二
日
（木）
、

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

◆
と
こ
ろ
　
市
役
所
南
庁
舎
三

　
階
３
０
１
会
議
室

▼
詳
し
く
は
、
神
戸
地
方
法
務

局
神
戸
支
局
（
☎
２
２
・
０
４

９
７
）
へ
。

　
近
年
、
子
供
の
読
書
ば
な
れ

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
市
立

図
書
館
で
は
、
本
が
大
好
き
に

な
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場

は
無
料
で
す
。

◆
と
　
き
　
十
二
月
十
二
日
（日）
、

　
午
後
一
時
半
〜
三
時

◆
と
こ
ろ
　
図
書
館
視
聴
覚
室

◆
講
　
師
　
こ
の
本
だ
い
す
き

　
の
会
代
表
　
小
松
崎
　
進
氏

◆
演
　
題
　
▽
今
こ
そ
子
ど
も

　
と
本
の
出
会
い
を
　
▽
ど
の

　
子
ど
も
に
も
読
書
の
喜
び
を

▼
詳
し
く
は
、
図
書
館
（
☎
２

　
２
・
０
７
１
２
）
へ
。

　
来
年
二
月
に
開
催
さ
れ
る

「
第
十
一
回
全
国
勤
労
者
ふ
る

さ
と
交
流
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
　
あ
わ
じ
」
へ
の
洲
本
市

代
表
出
場
チ
ー
ム
を
決
め
る
予

選
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
と
　
き
　
十
一
月
二
十
八
日

　
（日）
、
午
前
九
時
〜

◆
と
こ
ろ
　
洲
本
市
ス
ポ
ー
ツ

　
セ
ン
タ
ー
市
民
体
育
館

◆
参
加
資
格
　
市
内
在
住
あ
る

い
は
在
勤
の
勤
労
者
で
編
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
で
、
試
合
に
は
常

時
三
十
五
歳
未
満
二
人
、
三
十

五
歳
以
上
二
人
の
男
女
が
そ
れ

ぞ
れ
出
場
し
て
い
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
☎
２
２
・
３
３

３
１
）
へ
。

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
目

的
に
市
民
福
祉
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
開
催
場
所
は
総
合
福
祉

会
館
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

一
時
半
か
ら
で
受
講
料
は
無
料

で
す
。

◆
講
座
の
開
催
日
、
講
義
内
容
、
講
師�

▽
十
一
月
二
十
一
日
（日）
、
介
護

　
保
険
を
ど
う
い
か
す
〜
利
用

　
契
約
型
　
福
祉
社
会
の
暮
ら

　
し
方
〜
、
東
神
戸
病
院
・
作

　
業
療
法
士
　
樋
口
雄
一
氏

▽
十
一
月
二
十
八
日
（日）
、
福
祉

　
サ
ー
ビ
ス
を
ち
ゃ
ん
と
使
っ

　
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
〜

　
権
利
擁
護
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　
〜
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議

　
会
権
利
擁
護
セ
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　コンクリート殻や残土など、建築廃材の不法投棄は後を絶た

ず、海への投棄では、大きな漁業被害が発生しています。

　神戸海上保安部では、海洋投棄の取締りと再発防止のため、

一般市民や漁業関係者に協力をお願いしています。

　海洋投棄、見たら聞いたらすぐ電話　 ☎ 078-391-4999

　市内の各保育所では、来年４月から入所を希望する園児の

「入所申込書」の受け付けを行います。

　保育所への入所は、母親など保護者が働いていたり、出産、

病人の看護などで常時、家庭で保育できない子供が対象です。

◆受付期間　11月29日（月）～12月４日（土）

◆手 続 き　申込書に必要事項を書いて、事業主の就労証明書、

　民生児童委員の証明書、源泉徴収票、確定申告の写しなどを

　添付して、入所希望の保育所へ提出してください。申込書は、

　各保育所か市福祉課にあります。

　詳しくは、市役所福祉課（☎２２・３３２１内線２７２）へ。

　来年４月から市立幼稚園に入園を希望する幼児を募集します。

◆年　齢�
　　５歳児　平成６年４月２日から７年４月１日までの出生児

　　４歳児　平成７年４月２日から８年４月１日までの出生児

◆手続き　入園を希望する幼稚園で入園願書を受け取り、
　必要事項を書いて、その幼稚園に提出してください。

◆入園料　５,５００円

◆保育料　５,５００円（月額）

　（入園料、保育料はいずれも11年度現在です）

　詳しくは、各幼稚園か市教育委員会（☎２２・３３３１）へ。

全
国
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者�
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市立幼稚園児募集�

保 育 園 児 募 集 �

保 育 所 名 � 定員� 所在地及び電話番号�
市立洲本保育所

　　中川原保育所

　　安乎保育所

　　由良南保育所

　　由良保育所

私立洲本保育園

　　千草保育所

　　大野保育所

90

60

80

60

120

115

90

60

栄町三丁目3-10　　☎22・0863

中川原町中川原910　☎28・0120

安乎町北谷1177-1　☎28・0173

由良町由良2339　　☎27・0530

由良二丁目5-24　　☎27・0079

本町七丁目4-25　　☎22・0897

千草己25　　　　　☎22・6600

大野740-1　　　　　☎24・4750

建築廃材や残土の海洋投棄はやめて！�

受付　11月20日～11月29日�

山手２丁目　　☎22・1212

宇山１丁目　　☎24・1037

物部１丁目　　☎22・2183

下内膳477-1　☎22・9244

大野318　　　☎22・3540

５歳児�４歳児�

洲　本

第　一

第　三

加　茂

大　野

65

65

65

65

130

25

14

5

16

27

30

30

30

30

60

　第一幼稚園では、洲本第一小学校区内の３歳児を、洲本幼稚

園では、洲本第二小学校区内（納、鮎屋地区を含む）の３歳児

を若干名募集します。希望者が多い場合は抽選します。３歳児

は、平成８年４月２日から９年４月１日までの出生児です。

幼稚園名�定員�
募集人員�

所在地・電話番号�

▽
▽

▽
▼
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●今年もまもなく狩猟のシーズンです�11月15日（月）から2月15日（火）までの間は、狩猟が解禁となります。�
ハンターの皆さんはルールを守り・地域の皆さんは気をつけて事故ゼロをめざしましょう�

�http：//www.kaiho.motnet.go.jp/joho/index.htm＃kankyouホーム
ページ

　未 来 に残そう青い海　未 来 に残そう青い海

！



わが家の　 ホ ー プ� ケーブル電話�

　緊急告知の試験放送を行います�

�

ケアハウス入居者募集�
�

兵庫県生活復興資金のご利用を！�
�

▼

▽

▽

大 上 昇 悟 ちゃん�
（桑間）

明るく強く、元気に育ってね。
　　　　　　　　母：みはる さん

１４�１４�

人権啓発のポスター・作文・標語の�
作品の展示・配布をします。�
◆と　き　１２月１１日（土）、
　　　　　午後１時～
◆ところ　淡路勤労センター
◆内　容　・第１部　
　　　　　　小・中学生の意見発表
　　　　　・第２部　
　　　　　　人権を考える講演会
　　講　師　比叡山麓三宝莚住職　栢木寛照 氏
　　演　題　「世の中にあたりまえはない」
　詳しくは、市教育委員会人権教育推進室（☎２２・３
３３１）へ。
（１２月１２日（日）、午後１時からサンテレビで人権啓発
映画「今、光っていたい」が放送されます。）

　ケアハウス「あけぼの苑」では、入居者の募集をして
います。ケアハウスとは、高齢者の生活や心身の特性を
考慮した住宅機能と、自立生活を維持できるような福祉
機能を併せ持つ施設で、あけぼの苑は昨年１２月に建物
が完成した由良総合福祉センターの４階にあります。部
屋には、トイレや洗面台、ミニキッチンが設置されてい
ます。また共用として食堂、浴室、娯楽室があります。
　詳しくは、同あけぼの苑（☎２７・０１４６）へ。

◆申 込 期 限�
　市への事前確認書の提出　平成１２年２月１８日
　取扱金融機関への申込　平成１２年２月２９日
◆貸付限度額　３００万円
◆貸 付 利 率　年３　（利子補給制度により実質無利子
　となります）
◆対　象　者　　震災で「全・半壊（焼）」の罹災証明
　書の発行を受けた人　　年間の総所得金額が６９０万
　円以下の人など
　詳しくは、市役所介護福祉課（☎２２・３３２１内線２７１）へ。

　８月２日（月）から２７日（金）にわたって、１１日間行われた夏

の生活習慣病集団健診結果がまとまりました。ガンなどの生

活習慣病は自覚症状が少なく、潜伏期での早期発見、予防に

は生活習慣病健診を継続的に受けることが大切です。

　年１回の健診を習慣付け、健康状態を確かめましょう。

　ケーブル電話では、電話接続端末機（Ｎ
ＴＵ）を通じて災害などの緊急時には、
音声で災害の告知放送を行うことができ
ます。今回、次の期間中放送テストを行
いますのでご注意ください。
◆と　き�
　１２月６日（月）～１２日（日）、午後０時３０
　分と午後７時３０分から２回（約１分間）
◆放送文�
　「こちらは淡路島テレビジョンです。ただいまから告知放送のテスト
　放送を行います。（しばらくの間、音楽が流れます）これでテスト放
　送を終了いたします。」
　試験放送が聞こえない場合は連絡してください。なお、この試験放送
　については１１月下旬から９チャンネルでもお知らせする予定です。
　詳しくは、㈱淡路島テレビジョン（☎２５・２５２５）へ。▼

夏の生活習慣病集団健診結果をお知らせします� ～洲本市人権を考える集い～�

　「要介護認定」の申請を１０月から市内地区別（下図のと

おり）に受け付けし訪問調査、認定が始まっています。本町、

栄町、山手、海岸通地区は１０月に終了していますが、該当

者でまだ申請していない人は、随時受け付けています。

詳しくは、市役所介護福祉課（☎２２・３３２１内線３７１、
３７２）へ。 ▼

▼
▼

▼

▽

▽

▽
▽

要介護認定受付日程�

申　請　月� 対　　象　　地　　域�

平成１１年１１月

　　　　　１２月

平成１２年　１月

　　　　　　２月

物部、上物部、津田、千草、上加茂、桑間、上内膳、下内膳、奥畑

納、鮎屋、大野、宇原、新村、池内、金屋、木戸、前平、池田

炬口、塩屋、宇山、下加茂、中川原町、安乎町

小路谷、由良、上灘

正　　　常�
ほ ぼ 正 常�

要　注　意�
�
要　精　検�

要　医　療�
要継続医療�

この検査の範囲では、異常が認められませんでした。
軽い異常を認めますが、様子を見てよいでしょう。
異常を認めますが、早期に精密検査を受けるほどではありません。
日常生活に注意し、ときどき医療機関で受診してください。
異常を認めましたので、早期に医療機関で精密検査（再検査を含む）
を受け、病気の有無、程度を確かめてください。
病気の疑いがありますので、早期に医療機関で受診してください。
現在治療中ですので、引き続き主治医の指示に従って治療を続けてください。

〈健診結果の判定区分〉�

◆と　き　11月21日（日）、午前10時～�
◆ところ　県立淡路文化会館（一宮町）�

●’99リサイクルセール・in 淡路�
リサイクル生活用品や手作り品の販売が行われます。

大 上 昇 悟 ちゃん�
（平成11年3月6日生まれ）� （桑間）

明るく強く、元気に育ってね。
　　　　　　　　母：みはる さん
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正　　　常� ほ ぼ 正 常� 要　注　意　�要精密検査・要医療� 要継続医療�
年代別�
～39歳�

40～49歳�

50～59歳�

60～69歳�

70歳以上�

（51人）�

（212人）�

（404人）�

（698人）�

（801人）�

27.4％� 5.9％� 21.6％� 43.1％�

18.9％� 6.1％� 23.6％� 47.2％�
2.0％（1人）�

4.2％（9人）�
8.2％�

3.5％（14人）�
26.7％� 10.9％�

6.7％�
2.0％（14人）�
18.5％� 51.6％� 21.2％�

2.7％（22人）�
0.8％（6人）�

19.2％� 49.6％� 27.7％�

（14人）� （11人）�

（13人）� （100人）�

（33人）� （108人）� （44人）�

�

（360人）�

（154人）� （397人）�

（3人）� （22人）�

（40人）� （50人）�

（205人）�

（47人）� （129人）� （148人）�

（222人）�

50.7％�

栢木寛照氏�

パー
セント

入
場
無
料�
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古紙配合率１００％再生紙を使用しています�
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ママメイト�

いのちって何だ　毎月第１～４月曜

　日、受付・午前９時３０分～

お母さんは元気　１１月３０日（火）、

　受付・午後１時３０分～

おっぱいで育てたい　１２月２１日

　（火）、受付・午後１時３０分～

赤ちゃん大好き　１月１１日（火）、受

　付・午後１時３０分～

こんにちは赤ちゃん　１２月７日（火）、

　受付・午後１時３０分～

成人健康相談　毎月第１～４月曜日、

　午後１時～３時（栄養相談は第２

　・４月曜日）

乳幼児相談　１２月１７日（金）、午前

　９時３０分～１１時００分

歯科保健相談　１２月２２日（水）、受

　付・午後１時～１時３０分

成人健康相談　１２月８日（水）、午後

　１時３０分～３時

成人健康相談　毎月第１～４金曜日、

　受付・午後１時～１時３０分（成

　人病相談など）

フッ素塗布　毎週火曜日、午前９時

　３０分～１１時３０分、予約が

　必要（☎２２・３５４１）料金

　１，４８０円

心の相談　毎月第２・３火曜日、予約

　制・午後１時３０分～（精神病、痴呆、

　アルコールその他心の相談など）

栄養表示基準制度相談　毎月第１、

　３月曜日、午前１０時～正午（予

　約が必要）

胃がん検診　１２月１日（水）、午前９

　時～正午（申込　市保健センター

　へ）

2時間人間ドック　毎週火曜日、午

　前９時～（料金１５，５７０円、申込

　　洲本保健所へ）洲本市民で国民

　健康保険に加入し３０歳以上の人

　に８，０００円、社会保険などの加

　入者で４０歳以上の人に５，０００

　円の助成があります。（ただし１

　年度１回限り）　　

　１１月、１２月の乳幼児健康審査

を次のとおり行います。対象者には

問診票などを送付しますので、母子

手帳を持参し受診してください。

法律相談　弁護士による相談。１２

　月１日（水）、１２月１５日（水）、（受

　付　市役所市民相談係で電話によ

　る予約受付けをしています☎２２

　・３３２１）総合福祉会館で。

行政相談　１２月１日（水）、午後１時

　１５分～（受付　午後１時３０分

　まで）総合福祉会館で。

社会保険相談　第３金曜日、午前１０

　時～午後３時、市民会館で。

心配ごと相談　毎月２日、１２日、

　２２日、２７日（日曜・祝日の場

　合は翌日）午後１時～４時、総合

　福祉会館で。電話での相談にも応

　じています（☎２６・００２２）。

青少年相談　毎週月～金曜日、午前

　９時～午後５時、青少年センター

　（☎２２・４５４７）で。

母子家庭相談　毎週月・金曜日（月

　曜日　午後１時３０分～午後５時、

　金曜日　午前１０時３０分～午後

　５時）福祉事務所で。

高齢者相談　月～土曜日、午前９時

　～午後５時、淡路県民局（　　０

　１２０・３６・７８３０）で。介

　護相談なども行っています。　　

　　　　 お　知　ら　せ�

『対面朗読ボランティアによる朗読会』開催

〇日時　１２月３日（金）

　　　　午後２時～３時３０分

〇場所　洲本市立図書館

〇無料�

※視覚障害者の人の送迎はご相談に

応じます。（詳しくは図書館まで）

�

　　　おはなし会のお知らせ�

１．日時　１１月２７日（土）

　　　　　１２月１１日（土）

　　　　　いずれも午後２時から

２．場所　図書館　おはなしのへや

　　　　 新　着　案　内�

『冬の少年』エマニュエル・カレール�

『シュウシュウの季節』　嚴　歌苓

『旅人岬』　　　　　　　笹倉　明

『クスリとからだの本当の話』�

　　　　　　　工藤一彦　佐藤達夫

『子どもとはじめる  エコライフ』�

　　　　　　　　　　　　熊澤幸子

市保健センターで�

由 良 公 民 館 で �

洲 本 保 健 所 で �

‖
�

‖
�

‖
�

‖
�

‖
�‖
�

フリー
ダイヤル

な　や　みぜろ

１１月１８日㈭

１１月２６日㈮

１２月２日㈭

１２月９日㈭

１２月１６日㈭

１２月２４日㈭

乳　児 10か月児 1歳6か月児 ３歳児

場　所

受　付
時　間 午後１時～１時１５分

市 保 健 セ ン タ ー

午後
１２時４０分
　～１時

Ｈ１１年７月生

Ｈ１１年８月生

Ｈ１１年１月生

Ｈ１０年４月生

Ｈ１０年５月生

Ｈ８年９月生

“
”

も
み
じ

つ
わ
も
の

会員募集� 洲本市シルバー人材センターでは、男・女会員を募集しています。�
　詳しくは、洲本市シルバー人材センター（☎24・4830　青雲中学校前）へ。�

健康相談�

乳 幼 児�
健康審査�

図 書 館 �

市民相談�

（☎ 2 2・0 7 1 2）



１６�

　
介
護
保
険
の
疑
問
に
つ�

い
て
先
月
号
に
引
き
続
き�

Ｑ
＆
Ａ
で
お
答
え
し
ま
す
。

問
一
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
場
合
の
利
用
料
は

い
く
ら
？
ま
た
、
保
険
料

は
ど
う
な
る
の
？

答
一
　
利
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
一
割
が
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
っ
て
も
保
険
料

は
引
き
続
き
支
払
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問
二
　
利
用
料
の
自
己
負

担
が
、
高
額
に
な
っ
た
場

合
は
？

答
二
　
所
得
に
応
じ
て
三

段
階
の
上
限
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
上
限
額
を
越

え
る
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
上
限
金
額
は
ま
だ
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
三
　
生
活
保
護
受
給
者

は
ど
う
な
る
の
？

答
三
　
保
険
料
は
「
生
活

扶
助
」
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

は
、
介
護
扶
助
が
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
自
己
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
四
　
訪
問
調
査
は
い
つ

行
わ
れ
る
の
で
す
か
？

答
四
答
申
請
を
し
て
い
た

だ
い
て
か
ら
一
〜
二
週
間

の
間
に
訪
問
調
査
を
行
い

ま
す
。
要
介
護
認
定
の
結

果
は
申
請
が
あ
っ
た
日
か

ら
三
十
日
以
内
に
通
知
を

し
ま
す
。

問
五
　
訪
問
調
査
を
す
る

調
査
員
は
ど
ん
な
人
？

答
五
　
訪
問
調
査
に
必
要

な
研
修
を
受
け
た
市
の
職

員
や
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
の
介
護
支
援
専
門
員
、

介
護
保
険
施
設
な
ど
で
看

護
・
介
護
計
画
作
成
に
経

験
の
あ
る
看
護
職
員
・
相

談
員
な
ど
で
す
。
ま
た
、

訪
問
調
査
す
る
時
は
、
市

が
発
行
す
る
「
洲
本
市
介

護
保
険
要
介
護
認
定
調
査

従
事
者
証
」
を
携
帯
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
六
　
訪
問
調
査
で
は
ど

ん
な
こ
と
を
聞
か
れ
ま
す

か
？

答
六
　
申
請
者
の
心
身
の

状
態
や
日
常
の
生
活
の
様

子
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

問
七
　
訪
問
調
査
や
要
介

護
認
定
に
自
己
負
担
は
必

要
で
す
か
？

答
七
　
訪
問
調
査
や
要
介

護
認
定
に
利
用
者
の
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
申
請
者
に
対
し
て
、

訪
問
し
た
調
査
員
が
支
払

い
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
八
　
介
護
認
定
や
サ
ー

ビ
ス
へ
の
疑
問
や
相
談
は
？

答
八
　
市
役
所
の
介
護
福

祉
課
が
総
合
的
な
窓
口
で

介
護
保
険
に
つ
い
て
の
す

べ
て
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
要

介
護
認
定
の
結
果
に
不
服

が
あ
る
場
合
の
兵
庫
県
介

護
保
険
審
査
会
へ
の
審
査

請
求
や
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
苦
情
に
対
す
る
兵
庫
県

国
民
健
康
保
険
連
合
会
へ

の
審
査
請
求
も
受
け
付
け

ま
す
。

問
九
　
介
護
保
険
の
対
象

者
は
何
人
ぐ
ら
い
に
な
り

ま
す
か
？

答
九
　
本
市
の
場
合
、
六

十
五
歳
以
上
の
第
一
号
被

保
険
者
は
約
九
千
五
百
人
、

四
十
歳
以
上
六
十
四
歳
以

下
の
第
二
号
被
保
険
者
は

約
一
万
四
千
人
で
、
こ
の

内
、
申
請
者
数
は
約
千
二

百
人
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
十
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
介
護
保
険
の
説
明
が
放

送
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
た

の
で
す
が
？

答
十
　
現
在
、
文
字
放
送

（
１１
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
は

「
地
区
別
申
請
の
お
願
い
」

を
、
行
政
放
送
（
１
チ
ャ

ン
ネ
ル
）
で
は
「
要
介
護

認
定
が
始
ま
り
ま
す
」
を

放
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
「
介
護
保
険
料
と

そ
の
納
め
方
に
つ
い
て
」

を
放
送
し
ま
す
。

問
十
一
　
洲
本
市
で
要
介

護
認
定
を
受
け
、
他
市
町

の
施
設
へ
入
所
で
き
ま
す

か
？

答
十
一
　
利
用
者
が
サ
ー

ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
他
市
町
の
施

設
へ
も
入
所
で
き
ま
す
。

問
十
二
　
要
介
護
認
定
の

申
請
は
一
回
で
い
い
の
で

す
か
？

答
十
二
　
要
介
護
認
定
は
、

原
則
と
し
て
六
か
月
間
有

効
で
す
。
こ
の
有
効
期
間

は
、
認
定
結
果
の
通
知
の

と
き
に
記
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
必
要
が
あ

れ
ば
、
有
効
期
間
が
終
わ

る
前
に
更
新
の
申
請
が
必

要
で
す
。
更
新
の
申
請
は

有
効
期
間
の
終
了
日
の
六

十
日
前
か
ら
で
き
ま
す
。

ま
た
、
有
効
期
間
中
で
も
、

体
の
状
態
に
変
化
が
あ
り
、

介
護
度
の
区
分
が
変
わ
り

そ
う
な
ら
変
更
の
申
請
が

必
要
で
す
。

介
護
保
険
は

み
ん
な
の
思
い
や
り
で�

〈
シ
リ
ー
ズ
介
護
保
険
　
〉�１０月から「要介護認定」の申請を�

受け付けています。�

⑦


